
大学院生の
海外留学を応援します！

2024年度
KITグローバル人材育成プログラムなら

受給要件を満たす全員※に

給付型奨学金
月額 ６万円～10万円
を支給します。
さらに、条件に応じて最大41万円の渡航支
援金や経済困窮者への支援金（5万円）も受
給できる場合があります。詳細は裏面参照

※年度途中で予算の上限に達した場合は、その時点で
募集を終了します。

学部生の留学は短期の英語研修やサマープログラムがメイン

ですが、大学院では自身の研究テーマに沿った研究インターン

がメインになります。また、海外で開催される国際学会での

発表も活発に行われています。本学では、海外留学を支援する

奨学金制度「KITグローバル人材育成プログラム」を展開し、

過去５年間で、300名以上の大学院生が留学しています。

グローバル化が進む社会において、海外赴任などで世界で

仕事をする機会はますます増えていきます。世界で活躍する

TECH LEADERになるために、専門分野での海外留学を経験

しましょう。

留学に関する問い合わせ

● 留学制度全般、奨学金に関すること
国際課留学生係（３号館３階N305）

Email: go@jim.kit.ac.jp

※ 学務課HP（マイページ>各種申請>留学相談）から留学相談受付中！

● 専門分野に沿った留学先に関すること
指導教員や、Moodle「① 海外留学について」に掲載の

海外留学担当教員に相談してください。

留学情報はこちらから

 Moodle →「国際課」で検索

 大学ホームページ

TOP＞国際交流＞海外留学希望の方



海外留学プログラムの種類

KITグローバル人材育成プログラム奨学金の受給には、要件があります。

• 留学前年度の成績が一定以上

※ 成績要件を満たしているか確認したい場合は国際課留学生係に申し出てください。

• TOEIC L&R 550（TOEFL iBT 57, IELTS 5.0）以上

• 奨学金・渡航支援金の詳細は、右のQRコードから確認してください。

京都工芸繊維大学の海外留学プログラムは、以下の４種類に大別されます。
留学目的や費用に応じて、留学プログラムを選びましょう。

例 ハワイ（アメリカ）での学会発表

渡航期間：7日

フライト代：11万円

滞在費：6万円

支援額：5万円

自己負担額：1２万円

自己負担額：15.7万円

例 ロンドン芸術大学ダブル・ディグリープログラム

留学月数：5ヶ月

フライト代：22万円

生活費：133万円

奨学金受給額：85万円

自己負担額：70万円

例 ウィーン工科大学（オーストリア）交換留学

留学月数：10ヶ月

フライト代：17万円

生活費：125万円

奨学金受給額：93万円

自己負担額：40万円

例 オルレアン大学サマーキャンプ（フランス)

留学日数：16日

フライト代：27.4万円

生活費：6.3万円

奨学金受給額：8万円

自己負担額：25.7万円

留学費用シミュレーション

※留学経験者のアンケートをもとにした一例です

例 カセサート大学（タイ）研究留学

留学日数：43日

フライト代：10万円

生活費：23万円

奨学金受給額：14万円

奨学金・渡航支援金の詳細はこちら↓

2024年4月時点

国際的に権威のある学術団体等が海外で開催する学会におい

て、研究発表を行います。

 要件を満たした学生に、5万円を給付します。

国際学会

研究留学

本学に在籍しながら学位留学します。

 ジョイント・ディグリー

 ダブル・ディグリー

 コチュテル（博士論文共同指導）

これらの参加者にはより充実した奨学金支援を予定しています。

学位留学

本学の協定大学に留学し、1学期～１年間、留学先大学で授業の

履修や研究を行います。

 留学先大学で取得した単位は、本学の単位と

して認定される場合があります。

 詳細はMoodle「交換留学のすすめ方」参照

交換留学

8日～１ヶ月程度の短期間、数名のグループで留学し現地の

学生と課題に取り組みます。

 国際センターが主催するサマーキャンプ

 専攻が実施するワークショップ など

短期留学

自身のテーマに沿って、海外の研究機関で研究します。

留学先は、指導教員や専攻長に相談しましょう。

 海外大学の研究室や研究機関での研究に参加

 海外企業、在外日系企業での研究インターンシップ

KITグローバル人材育成プログラムでの留学者は、以下の特典も受けられます。

• 一般的な海外旅行保険より割安な、学研災付帯海外留学保険に加入できます。

• 危機管理・安否確認システムに大学の負担で加入できます。

海外で開催される国際学会での発表も支援します。


